
第５０回 固体ＮＭＲ・材料フォーラム 講演プログラム 

 

主 催  固体ＮＭＲ･材料フォーラム   協 賛 （社）日本化学会 
協 賛 国際ナノテクノロジーネットワーク事業（文科省） 

 

日 時 ２０１１年１０月２５日（火）10時～20時 

場 所 京都平安ホテル（旧平安会館）  

（地下鉄烏丸線今出川駅下車徒歩 7 分） 

 

Ⅰ. 講演  

 

１. チュートリアルレクチャー “固体 NMR の「なぜ？」・「何？」・「どうして？」” 

（10:00－10:35）                   （京大院理） 竹腰 清乃

理 

 

2. 阪大蛋白研の固体 NMR と企業への公開 

（10:40－10:55）                  （阪大蛋白研）  藤原 敏道 

 

3. 製剤研究における固体 NMR の有用性 

（11:00－11:30）                 （塩野義製薬探索研） 菊池 純子 

 

4. 固体 NMR と気体軸受 

（11:35－12:00）             （JEOL RESONANCE） 遠藤 由

宇生 

 

  （昼食）（12:05-13:05） 

 

５. NMR と ESR によるゴム材料のなぞ解き 

（14:30－15:10）                 （東京理科大理） 伊藤 眞義 

 

６. 高磁場固体 1H NMR によるゴムの構造解析 

（15:15－15:35）                 （住友ゴム工業）  小林 将俊 

 

 ＜コーヒーブレイク＞（15:40－16:00） 

 

７. 固体 2H NMR によるプロトン伝導に関与したイミダゾールの分子運動の解析 

（16:00－16:25）                  （金沢大院自然）水野 元

博 

 

8. 固体酸触媒におけるブレンステッド酸点の観測 

（16:30－17:10）              （産総研計測フロンティア） 林 繁信 

 

9. アルミノケイ酸塩相の29Si NMR 特徴：J結合を利用した測定から見た意外な一面 

（17:15－17:35）           （岡山大地球物質セ）○薛 献宇、神崎 正美 

 

Ⅱ. ポスター発表及び企業展示（13:05－14:25） 

 

Ⅲ．懇親会 （18:00－20:00） 



 

第50回 固体ＮＭＲ・材料フォーラム ポスタープログラム 

 

 

P1. 微生物産生高分子ポリ（ε-リジン）のアミノ基と二酸化炭素によるカルバメート生成 

（福井大院工）○前田 史郎、高木 健、金子 翔太、（金沢大院自然）国本 浩喜 

 

P2. マジック角試料回転プローブでの光照射 NMR 実験法の検討 

（阪大蛋白所）○笹原 久武、松木 陽、藤原 敏道 

 

P3. ゼオライト骨格内チタンの 47,49Ti NMR 測定 

（日揮触媒化成）○藤野 李紗、大熊 加代子、（京大院理）野田 泰斗、竹腰 清乃理 

 

P4. MAS 中に圧延された天然ゴムの静止状態固体 13C NMR スペクトル（２） 

（防衛大応化）○北村 成史、浅野 敦志 

 

P5. （PE, PS, PET, Nylon6, PMMA, PVC）ポリマーの CPMAS  
13C NMR のスペクトル解析· 

（東理大界面研）○遠藤 一央、（物材機構）出口 健三、清水 禎、（東工大院理）山田 和彦 

 

P6. 異なる 2 つの磁場を用いた固体 NMR による Indium-doped ZnO の解析 

（金沢大院自然）○宮下 智史、大橋 竜太郎、川村 祐史、井田 朋智、 

水野 元博、小松田 沙也加、佐藤 渉、（物材機構）清水 禎 

 

P7. 固体ＮＭＲによるハイブリッドチタニアフィルムの解析 

（金沢大院自然）○大橋 竜太郎、熊谷 翼秀、水野 元博、 

（物材機構）瀬川 浩代、丹所 正孝、清水 禎 

 

 

 

 


